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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年6月3日(2014.6.3)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ペルヘキシリン、またはこの薬学的に許容される塩を含む、ＨｆｎＥＦ（正常左室駆出
率を伴う心不全）治療薬。
【請求項２】
　前記ペルヘキシリンが薬学的に許容される塩の形態である、請求項１に記載のＨｆｎＥ
Ｆ治療薬。
【請求項３】
　前記ペルヘキシリンがマレイン酸塩の形態である、請求項２に記載のＨｆｎＥＦ治療薬
。
【請求項４】
　前記正常左室駆出率を伴う心不全が５０％以上の左室駆出率によって特徴付けられる、
請求項１～３のいずれか１項に記載のＨｆｎＥＦ治療薬。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
　本発明の実施形態において、ペルヘキシリンは塩の形態、好ましくはマレイン酸塩の形
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態で存在する。ペルヘキシリンは、治療的な、しかし非毒性の血漿ペルヘキシリンレベル
を達成するために合わせた投与量で用いることができる（Ｋｅｎｎｅｄｙ　ＪＡ，Ｋｉｏ
ｓｏｇｌｏｕｓ　ＡＪ，Ｍｕｒｐｈｙ　ＧＡ，Ｐｅｌｌｅ　ＭＡ，Ｈｏｒｏｗｉｔｚ　Ｊ
Ｄ．“Ｅｆｆｅｃｔ　ｏｆ　ｐｅｒｈｅｘｉｌｉｎｅ　ａｎｄ　ｏｘｆｅｎｉｃｉｎｅ　
ｏｎ　ｍｙｏｃａｒｄｉａｌ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｍｅｔａｂｏｌｉｓｍ　ｄｕ
ｒｉｎｇ　ｌｏｗ－ｆｌｏｗ　ｉｓｃｈｅｍｉａ／ｒｅｐｅｒｆｕｓｉｏｎ　ｉｎ　ｔｈ
ｅ　ｉｓｏｌａｔｅｄ　ｒａｔ　ｈｅａｒｔ”，Ｊ　Ｃａｒｄｉｏｖａｓｃ　Ｐｈａｒｍ
ａｃｏｌ　２０００；３６（６）：７９４－８０１）。通常の患者に対する典型的な投与
量は、１日当たり１００ｍｇ～３００ｍｇであるが、ペルヘキシリン代謝が遅い患者には
、より少ない投与量が適当であろう。
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